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彙　

報

平
成
二
十
五
年
度 

密
教
文
化
研
究
所
だ
よ
り

　

昨
年
度
、
高
野
山
大
学
で
は
、
大
阪
市
の
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
㈱
フ
ジ
キ
ン
よ
り
前
会
長

小
川
修
平
氏
の
遺
志
金
の
御
寄
付
を
頂
き
、「
高
野
山
大
学
フ
ジ
キ
ン
小
川
修
平
記
念
講
座
」

を
発
足
。
こ
れ
を
う
け
て
、
密
教
文
化
研
究
所
で
は
本
年
度
、
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
「
密
教
と
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
新
規
事
業
「
宗
教

と
科
学
の
対
話
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
本
研
究
所
で
は
、
村
上
和
雄
先
生
（
筑
波
大
学
名

誉
教
授
・
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ
研
究
所
長
）
を
特
別
招
聘
顧
問
と
し
て
お
招
き
し
た
。

　

ま
た
、
村
上
特
別
招
聘
顧
問
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
中
村
所
長
の
も
と
、「
宗
教
と

科
学
の
対
話
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、

棚
次
正
和
先
生
（
京
都
府
立
医
科
大
学
教
授
・
本
学
客
員
教
授
）、

奥　

健
夫
先
生
（
滋
賀
県
立
大
学
教
授
・
本
学
客
員
教
授
）、

鮎
澤　

聡
先
生
（
筑
波
技
術
大
学
准
教
授
・
本
学
客
員
教
授
）、

川
田　

薫
先
生
（
川
田
研
究
所
所
長
・
本
学
客
員
教
授
）、

室
寺
義
仁
先
生
（
滋
賀
医
科
大
学
教
授
）、

生
井
智
紹
先
生
（
本
学
名
誉
教
授
）

と
い
っ
た
諸
先
生
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
を
会
場
に
年
６
回
の

研
究
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
会
で
は
、
密
教
学
・
仏
教
学
の
学
問
領
域
の
み
な
ら

ず
、
宗
教
学
を
は
じ
め
、
分
子
生
物
学
・
物
理
学
・
医
学
と
い
っ
た
領
域
の
最
先
端
の
研
究

成
果
を
持
ち
寄
り
、
真
言
密
教
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
と
科
学
が
有
す
る
今
日
的
意
義
に
つ

い
て
、
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
研
究
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
祈
り
や
瞑
想
が
遺
伝
子
に
ど
の
よ
う
な
変
化

を
も
た
ら
す
の
か
と
い
う
課
題
「
い
の
ち
と
遺
伝
子
」
に
つ
い
て
、「
護
摩
行
が
身
心
に
及

ぼ
す
影
響
の
作
用
機
序
と
分
子
基
盤
の
解
明
」
を
目
的
と
し
た
科
学
臨
床
デ
ー
タ
の
実
証
実

験
も
開
始
し
た
。
瑞
應
山
蓮
華
院
弘
明
寺
（
横
浜
市
）
を
会
場
と
し
た
こ
の
臨
床
実
験
は
村

上
和
雄
先
生
を
代
表
と
し
て

　

大
西
淳
之
先
生
（
東
京
家
政
大
学
准
教
授
）、

　

笹
岡
知
子
先
生
（
筑
波
技
術
大
学
助
教
）、

　

松
村
益
子
先
生
（
医
療
法
人
財
団
謙
仁
会
亀
有
病
院
顧
問
）、

　

堀　

美
代
先
生
（
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ
研
究
所
研
究
員
）、

　

坂
本
成
子
先
生
（
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ
研
究
所
研
究
員
）、

　

大
西
英
理
子
先
生
（
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ
研
究
所
研
究
員
）、

と
い
っ
た
先
生
方
に
協
力
い
た
だ
き
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
鮎
澤
先
生
を
軸
に
、
棚
次
先
生
、

中
村
所
長
も
参
加
し
て
検
証
を
進
め
て
い
る
。

　
○「
宗
教
と
科
学
の
対
話
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
会

第
１
回
5
月
26
日（
日
）　

於
：
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　

奥　

 

健
夫
：
意
識
と
生
命
の
科
学

第
２
回
6
月
16
日（
日
）　

於
：
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　

川
田　

 

薫
：
生
命
の
正
体

第
３
回
8
月
11
日（
日
）　

於
：
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　

中
村 

本
然
：
真
言
密
教
の
思
想
と
現
代

第
４
回
11
月
24
日（
日
）　

於
：
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　

鮎
澤　

 

聡
：
祈
り
・
瞑
想
の
身
体
基
盤

第
５
回
1
月
26
日（
日
）　

於
：
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　

棚
次 

正
和
：
超
越
す
る
実
在　

─
人
間
の
存
在
構
造
を
問
う
視
点
よ
り

第
６
回
3
月
23
日（
日
）    

於
：
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　

室
寺 

義
仁
：
講
題
未
定

○
実
証
部
門
「
い
の
ち
と
遺
伝
子
」
研
究
会

第
1
回
12
月
8
日（
日
）　

於
：
横
浜
市
弘
明
寺
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○
フ
ジ
キ
ン
小
川
修
平
記
念
講
座
講
演
会

日　
　

時	

10
月
13
日（
日
）　

12
時
か
ら
18
時

場　
　

所	

大
阪
中
之
島
中
央
公
会
堂

講
演
１	
「
科
学
と
思
想
の
相
互
越
境
へ
の
挑
戦
」　

松
本
紘
先
生
（
京
都
大
学
総
長
）

講
演
２	
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
来
た
：
新
し
い
因
果
性
の
科
学
」　

西
川
伸
一
先
生

	

（
Ｊ
Ｔ
生
命
誌
顧
問
）

講
演
３	

「
心
は
遺
伝
子
の
働
き
を
調
節
す
る
」　

村
上
和
雄
先
生（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

パ 

ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

司　
　

会	

中
村
本
然
（
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
所
長
）

パ
ネ
ラ
ー	

棚
次
正
和
先
生
（
京
都
府
立
医
科
大
学
教
授
）

	

生
井
智
紹
先
生
（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）

	

西
川
伸
一
先
生

	

村
上
和
雄
先
生

○
密
教
文
化
研
究
所
研
究
会

第
1
回
6
月
12
日（
水
）　

於
：
本
学
第
三
会
議
室

　

日
野
西
眞
定
：｢

高
野
山
の
民
俗｣

第
２
回
7
月
24
日（
水
）　

於
：
本
学
第
一
会
議
室

　

井
上
ウ
ィ
マ
ラ
：「
解
脱
／
悟
り
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」

第
3
回
8
月
1
日（
木
）　

於
：
本
学
第
一
会
議
室

　

室
寺
義
仁
：「「
法
印
」（dharm

am
udrā

）
の
三
特
相
と
菩
薩
に
と
っ
て
の
四
つ
の
標
語

	

（dharm
oddeśa

）」

　

船
山　

徹
：「
玄
奘
の
「
五
種
不
翻
」
説
と
音
訳
の
意
義
」

第
4
回
10
月
2
日（
水
）　

於
：
密
教
文
化
研
究
所
会
議
室

　

北
川
真
寛
：「
日
本
密
教
に
お
け
る
六
度
行
に
つ
い
て
―
特
に
論
義
書
を
中
心
と
し
て
―
」

第
５
回
11
月
13
日（
水
）　

於
：
本
学
第
一
会
議
室

　

大
塚
伸
夫
：｢

初
期
密
教
の
第
三
期
時
代
に
お
け
る
密
教
形
態
に
つ
い
て｣

　

大
柴
清
圓
：「『
古
今
文
字
讃
』
に
つ
い
て
」

第
6
回
12
月
11
日（
水
）　

於
：
本
学
第
一
会
議
室

　

鈴
木
晋
怜
：「
文
明
論
と
し
て
の
原
発
問
題 

―
宗
教
者
の
一
視
点
と
し
て
―
」

　

静　

春
樹
：「
イ
ン
ド
仏
教
金
剛
乗
の
解
脱
シ
ス
テ
ム
解
明
を
め
ざ
し
て
」

　

石
部
道
明
：「『
ガ
リ
ム
』
に
お
け
る
究
竟
次
第
の
特
色
」

第
7
回
12
月
13
日（
金
）　

於
：
本
学
第
一
会
議
室

　

森　

雅
秀
：「
鶴
見
大
学
図
書
館
所
蔵
の
逸
見
梅
栄
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
ら
れ
る
注
目
す
べ
き
作
品
」

第
８
回
1
月
29
日（
水
）　

於
：
本
学
第
一
会
議
室

　

下
西　

忠
：「
西
国
三
十
三
ヶ
所
の
巡
礼
歌
を
よ
み
解
く
― 

紀
伊
国
三
ヶ
寺
を
中
心
に
―
」

　

加
納
和
雄
：「
近
年
の
初
期
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
大
乗
仏
典
写
本
研
究
に
つ
い
て
―
研
究
紹
介

と
雑
感
―
」

　

森
崎
雅
好
：「
自
殺
ハ
イ
リ
ス
ク
地
で
保
護
さ
れ
た
自
殺
ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
特
徴
─
自
死

念
慮
が
消
失
し
た
事
例
を
通
じ
て
─
」

○
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
か
ら
学
ぶ
連
続
講
座

第
1
回
5
月
29
日（
水
）　

於
：
本
学
第
三
会
議
室

広
瀬
敏
通
（
Ｒ
Ｑ
災
害
教
育
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
）

講
題
：｢

復
興
支
援
か
ら
災
害
教
育
へ｣

第
2
回
6
月
26
日（
水
）　

於
：
本
学
第
三
会
議
室

中
島
聡
美
（
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー 

精
神
保
健
研
究
所
成
人
精
神
保
健

研
究
部
犯
罪
被
害
者
等
支
援
研
究
室
長
）

講
題
：「
複
雑
性
悲
嘆
と
災
害
復
興
支
援
活
動
に
つ
い
て
」

第
3
回
7
月
17
日（
水
）　

於
：
本
学
第
三
会
議
室

渡
辺
久
子
（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
小
児
科
講
師
）

議
題
：「
郡
山
市
に
お
け
る
子
供
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
4
回
9
月
25
日（
水
）　

於
：
本
学
第
三
会
議
室

堤　

澄
子
（
一
般
社
団
法
人
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｕ
Ｇ
ハ
ウ
ス
代
表
理
事
）

講
題
：「
被
災
地
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
実
際
」

第
5
回
10
月
23
日（
水
）　

於
：
本
学
松
下
講
堂
黎
明
館

石
井
光
太
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）

演
題
：「『
遺
体
』
か
ら
見
え
て
き
た
宗
教
の
原
点
に
つ
い
て
」

※
映
画
「
遺
体
─
明
日
へ
の
十
日
間
─
」
を
上
映
。



密
教
文
化
研
究
所
構
成
員
名
簿
（
平
成
二
十
六
年
二
月
現
在
）

所
長	

中
村 

本
然
（
本
学
文
学
部
教
授
）   

研
究
所
顧
問	

松
長 

有
慶（
高
野
山
真
言
宗
総
本
山
金
剛
峯
寺
第
４
１
２
世
座
主
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野
山
真
言
宗
管
長
）

特
別
招
聘
顧
問	

村
上 

和
雄（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ
研
究
所
長
）

　

「
宗
教
と
科
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
関
連

中
村 

本
然 

（
本
学
文
学
部
教
授
）

村
上 

和
雄 

（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ
研
究
所
長
）　

棚
次 

正
和 

（
京
都
府
立
医
科
大
学
教
授
・
本
学
客
員
教
授
）  

奥　

 

健
夫 

（
滋
賀
県
立
大
学
教
授
・
本
学
客
員
教
授
）

鮎
澤 　

聡 

（
筑
波
技
術
大
学
准
教
授
・
本
学
客
員
教
授
）  

川
田 　

薫 

（
川
田
研
究
所
所
長
・
本
学
客
員
教
授
）  

室
寺
義
仁
（
滋
賀
医
科
大
学
教
授
）

生
井
智
紹
（
本
学
名
誉
教
授
）

大
西
淳
之
（
東
京
家
政
大
学
准
教
授
）

笹
岡
知
子
（
筑
波
技
術
大
学
助
教
）

堀　

美
代
（
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ
研
究
所
研
究
員
）

坂
本
成
子
（
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ
研
究
所
研
究
員
）

大
西
英
理
子
（
国
際
科
学
振
興
財
団
バ
イ
オ
研
究
所
研
究
員
）

松
村
益
子
（
医
療
法
人
財
団
謙
仁
会
亀
有
病
院
顧
問
）

専
従
研
究
所
員

加
納 
和
雄 
（
本
学
文
学
部
准
教
授
）   
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第
6
回
10
月
30
日（
水
）　

於
：
本
学
第
三
会
議
室

山
崎
達
枝
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
研
究
会
幹
事
）

講
題
：「
被
災
地
に
お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
活
動
の
可
能
性
に
つ
い
て
」

第
7
回
11
月
27
日（
水
）　

於
：
本
学
第
三
会
議
室

喜
多
村 
龍
介
（
六
大
新
報
社
代
表
・
真
言
宗
大
覚
寺
派
大
悲
王
院
住
職
）

演
題
：「
取
材
を
通
じ
て
想
う
こ
と
、
伝
え
た
い
こ
と

○
連
続
講
座
「
真
言
密
教
の
教
え
と
実
践
」

第
1
回
11
月
21
日（
木
）　

於
：
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

北
川
真
寛
：
心
を
覚
り
、
身
を
悟
る

第
2
回
12
月
19
日（
木
）　

於
：
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

北
川
真
寛
：
自
他
共
生
の
瞑
想
法

第
3
回
1
月
23
日（
木
）　

於
：
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

北
川
真
寛
：
密
教
占
星
術

○
南
山
教
学
研
究
会

第
1
回
11
月
8
日（
金
）　

於
：
密
教
文
化
研
究
所
会
議
室

土
居
夏
樹
・
北
川
真
寬
：『
宗
義
決
択
集
』
を
よ
む

第
2
回
11
月
22
日（
金
）　

於
：
密
教
文
化
研
究
所
会
議
室

北
川
真
寬
：
三
密
具
不
具

第
3
回
12
月
13
日（
金
）　

於
：
密
教
文
化
研
究
所
会
議
室

土
居
夏
樹
：
理
法
身
説
法

第
4
回
1
月
24
日（
金
）　

於
：
密
教
文
化
研
究
所
会
議
室

小
田
龍
哉
・
高
柳
健
太
郎
：
自
性
会
因
人

第
5
回
2
月
21
日（
金
）　

於
：
密
教
文
化
研
究
所
会
議
室

北
川
真
寬
：
綵
画
形
像

　

高
野
山
大
学
で
は
密
教
文
化
研
究
所
初
代
所
長
中
野
義
照
博
士
の
業
績
を
顕
彰
す
る
た

め
、
平
成
十
二
年
か
ら
「
中
野
義
照
博
士
奨
学
金
」
を
設
け
て
い
る
。
平
成
二
十
五
年
度
は

三
件
の
申
請
が
あ
っ
た
が
、
第
2
回
密
教
文
化
研
究
所
協
議
会
に
お
い
て
選
考
の
結
果
、
採

択
者
な
し
と
決
定
し
た
。



土
居 

夏
樹 

（
本
学
文
学
部
助
教
）  

兼
任
研
究
所
員

井
上 

ウ
ィ
マ
ラ
（
本
学
文
学
部
教
授
）   

佐
藤 

隆
彦
（
本
学
文
学
部
教
授
）  

下
西　

 

忠
（
本
学
文
学
部
教
授
）  

南　

 

昌
宏
（
本
学
文
学
部
教
授
）  

野
田　

 

悟
（
本
学
文
学
部
助
教
）  

森
崎 

雅
好
（
本
学
文
学
部
助
教
）  

ト
ー
マ
ス
・
ド
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン 

（
本
学
文
学
部
准
教
授
）  

専
任
研
究
員

北
川 

真
寬
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了 

博
士
〈
密
教
学
〉）   　

委
託
研
究
員

日
野
西 

眞
定
（
本
学
名
誉
教
授
）   

大
塚 

伸
夫
（
大
正
大
学
准
教
授
）  

静　

 

春
樹
（
本
学
非
常
勤
講
師
）  

森　

 

雅
秀
（
金
沢
大
学
教
授
）  

鈴
木 

晋
怜
（
智
山
伝
法
院
常
勤
教
授 

） 

船
山　

 

徹
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
） 

室
寺 

義
仁
（
滋
賀
医
科
大
学
教
授
）  

受
託
研
究
員

池
田 

英
司 

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）   

石
部 

道
明
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）  

上
野 

康
弘
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）  

大
柴 

清
圓
（
中
国
国
立
中
山
大
学
中
国
語
言
文
学
系
古
文
字
学
専
攻
博
士
課
程
修
了

博
士
〈
文
学
〉）

岡
田 

英
作
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
文
献
文
化
学
専
攻
仏
教
学
専
修
博
士
課
程
）

神
田 

英
昭
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）  

坂
口 

太
郎
（
近
畿
大
学
・
京
都
造
形
大
学
非
常
勤
講
師
）  

柴
谷 

宗
叔
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了　

博
士
〈
密
教
学
〉）  

瀬
岡 

吉
彦
（
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授 

経
済
学
博
士
、
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
退
学
）

辻
村 

優
英
（
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
企
業
資
料
総
合
セ
ン
タ
ー
助
教
・
博
士
〈
人

間
・
環
境 

学
〉）  

德
重 

弘
志
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）  

中
谷 

征
充
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了　

博
士
〈
密
教
学
〉）  

野
口 

博
司
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学　

本
学
非
常
勤
講
師
）  

平
賀 

由
美
子
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）  

藤
巻 

和
宏
（
近
畿
大
学
文
芸
学
部
准
教
授 

） 

渕
田 

雲
渓
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学　

本
学
非
常
勤
講
師
）  

前
田 

禮
子
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）

森
本 

一
彦
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
博
士
〈
学
術
〉）  

サ
ン
ニ
ヤ
・
ユ
ル
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（ 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了

博
士
〈
密
教
学
〉）  

吉
田　

 

唯
（
兵
庫
大
学
短
期
大
学
部
非
常
勤
講
師
・
博
士
〈
文
学
〉）  

研
究
所
事
務
室　

木
下
浩
良

　
　
　
　
　
　
　

谷
口
佳
代
子
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『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会
規
程

第
１
条	
密
教
文
化
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と
い
う
。）
に
、『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』（
以

下
「
紀
要
」
と
い
う
。）
編
集
委
員
会
（
以
下
「
編
集
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
設
け
る
。

第
２
条	

編
集
委
員
会
は
、
次
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

	

（
1
） 

研
究
所
長

	

（
2
） 

専
従
研
究
所
員

	

（
3
） 「
紀
要
」
編
集
担
当
者

　
　

２	

編
集
委
員
長
は
研
究
所
長
が
こ
れ
に
当
た
る
。
研
究
所
事
務
室
長
は
、
幹
事
と
し

て
編
集
委
員
会
の
事
務
を
処
理
す
る
。

第
３
条	

編
集
委
員
会
は
研
究
所
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。
議
長
に
事
故
あ
る
時

は
、
互
選
に
よ
っ
て
議
長
を
選
出
す
る
。

第
４
条	

編
集
委
員
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
し
、
研
究
所
協
議
会
に
報
告
す
る
。

	

（
1
） 「
紀
要
」
に
寄
稿
さ
れ
た
原
稿
の
掲
載
の
可
否
お
よ
び
掲
載
の
時
期
の
決
定
。

	

（
2
） 「
紀
要
」
寄
稿
者
へ
の
補
筆
お
よ
び
修
正
の
要
請
。

第
５
条	

委
員
の
任
期
は
１
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
６
条	

こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
研
究
所
協
議
会
の
議
を
経
て
、
研
究
所
長
が
決
定
す
る
。

　

附　

則

　
　

こ
の
規
程
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

附　

則

　
　

こ
の
規
程
は
、
平
成
14
年
５
月
22
日
か
ら
施
行
す
る
。

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
寄
稿
規
程

第
１
条　
『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』（
以
下
「
紀
要
」
と
い
う
。）
は
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア

地
域
な
ど
に
お
け
る
密
教
の
思
想
と
文
化
に
関
す
る
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、

研
究
資
料
、
書
評
な
ど
を
掲
載
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
密
教
文
化
の
研
究
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
２
条	

「
紀
要
」
に
寄
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

	

（
１
）
研
究
所
長

	

（
２
）
研
究
所
員

	

（
３
）
研
究
員

	

（
４
）
編
集
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
者

第
３
条	

原
稿
は
、
原
則
と
し
て
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
70
枚
以
内
と
す
る
。

第
４
条	

原
稿
は
完
全
原
稿
と
す
る
。
執
筆
者
校
正
は
再
校
ま
で
と
し
、
校
正
時
の
大
幅
な

改
変
・
追
加
等
は
認
め
な
い
。

第
５
条	

寄
稿
さ
れ
た
原
稿
は
、
査
読
委
員
会
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員
会
が
掲
載
の
可

否
お
よ
び
掲
載
の
時
期
を
決
定
す
る
。
ま
た
、
編
集
委
員
会
は
、
寄
稿
者
に
補
筆

お
よ
び
修
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
６
条	

原
稿
料
の
支
払
い
、
掲
載
料
の
徴
収
は
行
な
わ
な
い
。

第
７
条	

寄
稿
者
に
は
、
掲
載
誌
２
部
お
よ
び
抜
刷
30
部
を
贈
呈
し
、
そ
の
経
費
は
研
究
所

が
負
担
す
る
。

附  

則

　

こ
の
規
程
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

北
川
　
真
寛

　

密
教
文
化
研
究
所
専
任
研
究
員

中
谷
　
征
充

　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

上
野
　
康
弘

　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

ト
ー
マ
ス
・
ド
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン

　

本
学
准
教
授
・
密
教
文
化
研
究
所
兼
任
研
究
所
員

静
　
　
春
樹

　

本
学
非
常
勤
講
師
・
密
教
文
化
研
究
所
委
託
研
究
員

大
柴
　
清
圓

　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

德
重
　
弘
志

　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

岡
田
　
英
作

　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

編
集
後
記

○『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
七
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

本
号
は
、
北
川
真
寛
・
中
谷
征
充
・
上
野
康
弘
・
ト
ー
マ
ス
・
ド
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
・
静
春

樹
・
大
柴
清
圓
・
德
重
弘
志
・
岡
田
英
作
の
八
人
の
先
生
方
よ
り
玉
稿
を
賜
り
、
大
変
充

実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
力
作
揃
い
の
論
考
は
、
本
年

度
の
密
教
文
化
研
究
所
の
研
究
成
果
の
一
端
を
飾
る
も
の
で
す
。

　

読
者
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
本
年
度
密
教
文
化
研
究
所
で
は
、
昨
年
度
に
続
き
ま
し
て
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

つ
「
密
教
と
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
ま
し
て
「
宗
教
と
科
学

の
対
話
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
会
、
及
び
調
査
研
究
を
新
た
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
彙

報
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
こ
れ
は
「
祈
り
」
に
つ
い
て
の
科
学
的
研
究
の
先
駆
け
と
な

る
も
の
で
す
。
村
上
和
雄
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
中
村
本
然
所
長
を
核
と
し
た
研
究
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
ご
期
待
下
さ
い
。

な
お
、
致
知
出
版
社
の
月
刊
誌
『
致
知
』
２
０
１
３
年
11
月
号
に
は
、
村
上
和
雄
先
生
と

中
村
本
然
所
長
の
対
談
「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

63
」
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
混
迷
の
現

代
社
会
に
両
先
生
の
御
提
言
は
示
唆
に
富
ん
で
い
ま
す
。

○
今
年
度
、
研
究
所
で
は
研
究
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
新
た
に
本
学
元
非
常
勤
講
師
の
北
川
真

寛
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了 

博
士
〈
密
教
学
〉）
氏
を
、
専
任
研
究
員
と
し
て

お
迎
え
し
ま
し
た
。
同
研
究
員
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。  

◯
研
究
所
委
託
研
究
員
の
日
野
西
眞
定
先
生
が
永
年
に
渡
る
功
績
を
認
め
ら
れ
名
誉
教
授
の

称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。



高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
二
十
七
号

	

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
一
日
　
印
　
刷

	

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日
　
発
　
行

　
編
集
者
　
密
教
文
化
研
究
所

	

代
表
者
　
中
　
村
　
本
　
然

　
発
行
所	

密
教
文
化
研
究
所

	

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
三
八
五
　
高
野
山
大
学

	

電
話（
〇
七
三
六
）五
六
─
二
三
九
〇
　
〒
六
四
八
─
〇
二
八
○

　
印
刷
所	

株
式
会
社
　
協
　
和

	

和
歌
山
県
海
南
市
南
赤
坂
五
─
三

	

電
話（
〇
七
三
）四
八
三
─
五
二
一
一
　
〒
六
四
二
─
〇
〇
一
七
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○
ま
た
、
本
年
度
の
密
教
文
化
研
究
所
で
は
、「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
か
ら
学
ぶ

連
続
講
座
」
を
年
間
7
回
開
催
致
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
斯
界
の
第
一
線
で
ご
活
躍
の

著
名
な
先
生
方
を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。
好
評
の
内
に
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
援
と
し
て
高
野
山
真
言
宗
東
日
本
大
震
災
災
害
本

部
の
ご
後
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
宗
団
か
ら
交
付
金
と
し
て
六
十
万
円
も
の
貴
重
な

浄
財
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
も
明
記
い
た
し
ま
す
。

○
今
年
度
の
密
教
文
化
研
究
所
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
は
見
ら
れ
な
い
大
躍
進
を
遂
げ
た

こ
と
は
、
間
違
い
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
、
次
年
度
の
平
成
二
十
六
年
度

に
つ
き
ま
し
て
も
密
教
文
化
研
究
所
の
活
動
に
お
力
添
え
の
程
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
木
下
）　


